
事故事例１１（一般貨物）高速道路において物を取ろうと脇見運転をしたため
斜行し、路肩に停車中の車両に追突

曜日・時間・天候 ４月１５日（金）１４時２２分 晴れ

場 所 高速道路

道路の状況 乾燥

運 転 者 年齢３０歳 運転歴１０年

乗務開始～事故発 ３３０ｋｍ

生の乗務距離

損 害 当該車両左前側面部中破 相手車両大破（全損）

死者１名、軽傷４名（相手車両乗員）

事故概要

当該運転者は、事故前日の１９時４０

分に出勤し点呼を受けた後、２０時３０

分に出庫した。出先で荷物を積載して目

的地へ向けて高速道路を９０km/hで運行

中、携帯電話の充電器を取ろうとして脇

見運転となり、車両が左に寄り、路肩に

停車していた乗用車に気づくのが遅れ、

ブレーキをかけたが間に合わず当該車両

の左前部が乗用車の右側後部に追突し、

乗用車が大破した。この事故により、乗

用車の同乗者１名が死亡し、同運転者及

び同乗者３名が軽傷を負った。

種 別・形 状 普通・ 大型トラック（バン）

乗 車 定 員 ２名

当時の乗車人員 １名

推定原因 事故の要因 事故再発防止対策

《運転者》 《運転者》 《運転者》

運転中に携帯電話 運転中に携帯電話に ・運転中における携帯電話に

に関する操作を行 関する操作を行って 関する操作の禁止

ったことによる前 いたことから、脇見 ・運転中における前方注視の

方への注意の散漫 運転となってしまっ 徹底

及び同操作を行っ た。 ・運転中における道路状況の

たはずみでハンド 把握の徹底

ルを無意識に左に ･ 脇見運転等防止のために運

切ってしまったこ 転環境の整備を図る

と。

《運行管理》

①運転者に対し、輸送の安全確保について適切な指導教育の実施｡

・運転中に携帯電話の操作等を行った場合の危険性等について徹

底 （安全運行の徹底）。

・自動車の運転に関する法令の遵守についての徹底。

②厳正な点呼及び運行指示の徹底｡


